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沖縄産ヤスデからの臭気成分の研究

喜久永徹＊・金城弘傘・国吉正之卓

・琉球大学教養部化学研究室

KIKuNAGAToruo，HiroshiKIMYo・＆MasayukiKuNIYosHI.：StudiesontheConstituents

ofSmellsfromSomeOkinawanLocalMillepedes

Ab8tmet

ThechemicaIconstituentｓｏｆｓｗｅｅｔｓｍｅＩＩｓｏｒｏｄｏ届ejectedfromtheOkinawanlocal

milIepedeswereinvestigated・Somearomaticcyanohydrinderivativesinadditiontobenzoic

acid，methylhyd1noquinonesandmethoxybenzoquinoneshavebeenisolatedｆｒｏｍthe

millepedesasthemainvoIatileComponents・T1uestructuraIdeterminationofthesecompounds

wasachievedbyspectralanaIysisandchemisalmethods、AchemotaxonomicaIviewamong

theＳｅｍｉlIepedesisalsodescribedinbrief．

緒言

ここ数年来、沖純本島内、特に中・南部一帯においてヤンバルトサカヤスデ（ヤケヤスデ科

Stuongylosomidae，トサカヤスデ属Ｃﾉiam6er【”ｕｓAα"Jje"e"sisWang）やオキナワフジヤス

デ（ヒメヤスデ科Julidae，フジヤスデ属Ａ、皿ﾉacjuﾉｕｓＯＡｉ"αu)αe"sisShinohara；最近新種

と判明'１）などが異常発生を繰り返しており、周辺住民の生活環境を脅かすなど新聞等のマス

コミでも度々報じられている幻。

大量発生しているこれらのヤスデは、土、堆肥、植木や鋳物等などと共に外国から運ばれ

(侵入経路などについては不明)、分布を広げているのではないかと言われており、また異常発

生の原因は、①ヤスデの食物となる有機質、たとえば落葉、枯れた草が豊富にあること、②沖

縄県の気候風土がヤスデの発育に適していること、③ヤスデの天敵がいないなどの要因が考え

られている)３１．

ヤスデ（馬陸）は節足動物門Arthropoda，倍脚網Diplopodaの総称名で、沖縄の方言では

ヤンバラー虫（山原虫)、パンパラー虫（水桶虫)、トゥルムシ（燈竜虫）などとも呼ばれてい

る。ヤスデはときどき一部の種類が局地的に多発し、不快害虫の扱いを受けることもあるが、

我々の身辺に棲む動物の一員であり、有機質を分解する有益な動物である‘)。

ヤスデは刺激すると、外敵から身を守るために体を「の」字形に巻いて縮こまり、胴部にあ

る臭孔から異臭のある黄色または褐色の分泌液を放出する５１．６)。これまでヤスデ類からは、

キノン類やフェノール類などの化合物が単離報告されているが、著者等はこのヤスデの発する

臭いなどに興味をもち、その臭気成分の検索を行い、化学榊造を明かにするとともに、生理活

性試験や生物分類学的相関性などについても比較検討したところ、興味ある結果が得られたの

で、ここに報告する。今回、本研究に用いたヤスデは、前記２種の他に、在来種であるオキナ

ワヤスデ（ババヤスデ科Leptodesmidae，オキナワヤスデ属Riuﾙmrmpugjo"VbmVerhoeff)、

ヤエヤマフトヤスデ（フトヤスデ科Rhinocricidae、エダナシフトヤスデ属PmsPilro6omsノoamziSe

Attens）の２種、以上計４種である。

受理：1993年８月16日．

OGeneraIEducationDivision，UniversityoItheRyukyus，Nishibara-cho，Okinawa903-O1，Japan
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結果と考察

４種のヤスデから得られた化合物群をSchemelに示す。ヤンバルトサカヤスデとオキナワ

ヤスデは、生物分類上同一目のオビヤスデ目（POLYDESMOIDAE）に属し、その臭気成分

は主に芳香族のシアンヒドリン誘導体であったが、一方ヒメヤスデ目（JULIFORMIA）に属

するヤエヤマフトヤスデとオキナワフジヤスデからは、シアンヒドリン誘導体は検出されず、

キノン類のみが選択的に得られた。この生物学上の分類（目）による含有成分の顕著な違いは、

生物及び化学分類学的見地からも興味のもたれるところである。

CompdK1)は黄色のオイルとして得られた。ＩＲスペクトル（Fig.１－１）では3590cm－１と

3400cm-'にＯＨ基の吸収が見られ、3000cm-1（〃c-M）と1600cm-１（ｙｃ－〔）にベンゼン環に由来

する吸収、そして2250cm-1に小きいが、－Ｃ＝Ｎ３重結合の吸収が見られた。ＩＨ－ＮＭＲスペク

トル（Fig.１－２）では、7.48ppm(m'２H）と7.42ppm(m’３H）に芳香族プロトンのシグナル、

そして5.45ppm（s，ｌＨ）に３級炭素についたプロトン、3.80ppm（bs，１Ｈ）にＯＨ基のプロト

ンのシグナルが観察された。ｌＣ－ＮＭＲスペクトル（Fig.１－３）では、118.5ppmにニトリル炭

素の小さなシグナル、134.7ppm-126.2ppmにベンゼン環の６個の炭素のシグナル、そして63.1

ppmには、水酸基とニトリル基の付いた３級炭素のシグナルが見られた。以上の諸スペクトル

データや元素分析の結果（ＣｄＨ７ＮＯ）、及び標品との比較によりComd．（1）は

2-Hydroxy-2-phenylacetonitrile（Mandelonitrile）であることが分かった。

CompdK2)は白色針状結晶（ヘキサンから再結晶）で、ＩＲスペクトル、ＩＨ－ＮＭＲスペクト

ル、I3C-NMRスペクトル、及びＵＶスペクトルなどを安息香酸の標品と比較同定して確認し

た。

Compd．（3)は、淡黄色のオイルとして得られた。ＩＲスペクトル（Fig.２－１）では、３０６０

cm.！（ソｃ_脳）と1600cmTＩ（ｙｃ－ｃ）にベンゼン環に由来する吸収が見られ、1720cm－１にはエステ

ルタイプの＞Ｃ＝Ｏの吸収、そして2230ｃｍ'には－Ｃ＝Ｎ３重結合の小さな吸収が見られた。

jH-NMRスペクトル(Fig.２－２）では、8.07ppm（｡，Ｊ＝7.27Hz，２H）にbenzoyloxy基のオル

ト位プロトンのシグナル、そして7.63ppm（､’３H)、7.47ppm(ｍ’５Ｈ）に残りの芳香族プロ

トンのシグナルが観測され、また6.68ppm(s’１Ｈ）にはニトリル基の隣の炭素に付いたプロト

ンのシグナルが見られた。l3C-NMR（Fig.２－３）では、134.0-128.0ppmにかけて12個の芳香

族炭素が、116.0ppmにニトリルの炭素、164.5ppmにはbenzoyloxy基のエステルタイプのカル

ポニル炭素、そして63.5ppmにはニトリルの付け根の炭素が見られた。ＭＳスペクトル（Fig.２－

４）では分子イオンピークが、／e237に観測され、その他１１６（［phCHCN]＋）、

105（[phC＝O]+、basepeak)、７７（ph-）などに顕著なフラグメントイオンピークが見られ

た。元素分析とＭＳスペクトルの結果から、分子式ＣＩｓＨｌｌＮＯ２が導かれた。これらの結果より

Compd．（3)は2-Benzoyloxy-2-phenylacetonitorileであることが分かった。これはざらに合成

(Scheme2）により確認した。

Compd．（4)は、標品のベンジルアルコールのIＲスペクトル及びＮＭＲスペクトルデータと比

較同定した。

Compd．（5)は、白色針状結晶（クロロホルムから再結晶）である。ＩＲスペクトル（Ｆｉｇ．

3-1）では、3312ｃｍ1にＯＨ基に由来する幅広く大きな吸収が特徴的に観察され、また3050

cm-１（し‐c-,`)、2927cm-１（yc-II)、1606cm･'（ソc-c）には、ヒドロキノン環由来の吸収が見ら

れた。IH-NMRスペクトル（Fig.３－２）では、7.63ppmと7.53ppmにヒドロキノンのフェノー

ル性水酸基のプロトンシグナルが見られ、6.53ppm(｡｡，Ｊ＝8.58,0.66Hz，１H)にヒドロキノ
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ン環の５位のプロトンのシグナル、6.65ppm(ｍ’２H）にヒドロキノン環ののこりのプロトン

のシグナル、そして2.15ppm（s，３H）にはメチル基のシグナルが観測された。l3C-NMRスペ

クトル(Fig.３－３)では、150.8ppmと149.0ppmにＯＨ基の付け根の炭素、125.8ppmにはメチル

基の付いている２位の炭素、118.2ppm、116.1ppm、113.6ppmの３本がヒドロキノン環の残り

の３つの炭素、そして16.3ppmにはメチル基の炭素のシグナルがそれぞれ観察された。

ＭＳスペクトル(Fig.３－４)では、分子イオンピークが､／el24(basepeak)に見られ、その他

107(Ｍ－ＯＨ)、９５（[phOH]+)、７７(ｐＭなどに顕著なピークが見られた。以上の結果から

Compd．（5)は2-Methylhydroquinoneと決定した。

Compd．（6)は塩素のような強い刺激臭のある赤黄色のオイルで得られた。ＩＲスペクトル

(Fig.４－１）では、2950cm.'（ｙｃ－Ｍ）と1596cm-1（yc-c）にキノン環に由来する吸収が、また

l652cm-Iにはα、β不飽和カルポニルの特徴的な吸収が見られた。

ｌＨ－ＭＮＲスペクトル(Fig.４－２)では、５位と６位の炭素に付いているプロトンが6.67ppm

(｡，Ｊ＝9.9Hz，ＩＨ)，6.58ppm(｡，Ｊ＝9.9ＨｚｌＨ）に見られ、4.00ppm(s’３H)にはキノン環に

付いたメトキシ基のプロトン、そして1.93ppm(s’３H)にはメチル基のシグナルが見られた。

I3C-NMRスペクトル(Fig.４－３)では188.3ppmと183.3ppmに２つのカルポニルの炭素、155.7

ppmにメトキシ基の付け根の炭素、136.3ppmと１３４７ppmに５位と６位の炭素、129.0ppmには

メチル基の付け根の炭素、60.9ppmにメトキシ基の炭素、そして8.7ppmにはメチル基の炭素の

シグナルがそれぞれ観測きれた。ＭＳスペクトル（Fig.４－４)では、分子イオンピークがin／el52

(basepeak）に見られ、その他137(Ｍ十一CH3)、121(Ｍ十一OCH3）などにもフラグメントイオ

ンピークが見られた。また、元素分析とＭＳスペクトルの結果から分子式Ｃ８Ｈ６０３が導かれた。

以上の解析結果よりCompd．（6）は２－Methoxy-3-methylbenzoquinoneと決定した。これは

Compd．(6)の還元反応(Scheme2）により得られたヒドロキノン誘導体(Compd．(8)）の諸ス

ペクトルデータからも支持された。

Compd．（7)は赤褐色針状結晶（メタノールから再結晶）である。ＩＲスベクタル（Fig.５－１）

では2951cm･'（Uc-H）と1604cm-1（しc-c）にキノン環に由来する吸収、1658cm~'にはα、β不

飽和カルポニルの吸収、そしてl275cm-Iにはメチルエーテルに帰因する大きな吸収が観測きれ

た。ｌＨ－ＮＭＲスペクトル(Fig.５－２)では、6.43ppm（q，Ｊ＝1.65Hz，１Ｈ）にキノン環のオレ

フインプロトン、4.01ppm(s’３Ｈ）と3.98ppm(s’３Ｈ）にはメトキシ基のメチルプロトンのシ

ングレットが２本、そして2.02ppm(｡，Ｊ＝1.65Hz，３H）にはキノン環に直接付いているメチ

ル基のプロトンシグナルがそれぞれ見られた。また、decoupling法による6.43ppmのシグナル

の照射では、2.02ppmのメチル基プロトンのシグナルパターンがダブレットからシングレット

に変化し、2.02ppmのシグナルの照射では、6.43ppmのカルテットがシングレットヘ変化して

いるのが観察された。以上の諸スペクトルデータ及び、I3C-NMRスペクトル（Fig.５－３)、

ＭＳスペクトル（Fig.５－４)、そして前述のCompd．(6)の諸スペクトルデータ等との比較によ

り、Compd．（7)は2,3-Dimethoxy-5-methvlbenzoquinoneと決定した。

Tablellに示したように、抗菌・抗カビの生理活性テストの結果ではオビヤスデ目のヤスデ

から得られたCompd．(3)がCﾉadospormmsp．（カビ）に対してのみ、またヒメヤスデ目のヤス

デより得られた化合物（Compd．(5)、(6)、(7)）はＳａｍ泥us菌に対してのみ活性を示すなど、

特異的な選択性が見られた。発芽阻害テストの結果(Table２）ではCompd．(3)に阻害性は見ら

れなかったものの、Compd．(1)とCompd．(7)には特に強い活性があった。同じシアン化合物

Compd．(1)とCompd，(3)に明白な活性の差が見られたことは興味深い。これは、Compd．(3)で
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は、Compd．(1)のＯＨ基に相当する部分がbenzoyloxy基によって保護されているために酸化さ

れにくくなっており、ベンズアルデヒド生成を伴うシアン化水素の脱離反応が抑制されている

ことによるものであろうと思われる。

このCompd．（1)は苦扁桃などの植物中にアミグダリンという配糖体の形で存在していること

が知られているが７１、今回のヤンバルトサカヤスデにおけるCompd．(3)のように糖の部分が

Benzoyloxy基と置き換わったタイプの化合物が天然に存在するということは興味深いことで

ある。なお、Compd．(1)やキノン誘導体Compd．(5)、(6)、(7)には、強いウニ卵卵割阻害性

(5βg／ｍｌ：100％）もみられた。

実験

測定及び分析機器

融点はすべて柳本ミクロ融点測定器（MP-J3型）で測定し、未補正で記載。薄層クロマト

グラフィー（tlc）はMerck社製のKeiselgel60、Ｆ２５４を使用した。ＵＶスペクトルはJasco

UVIDEC-610型、ＩＲスペクトルはKBr錠剤法又は液膜法によりPERKINELMER1600

scerieseFTIRで、ｌＨ－ＮＭＲスペクトルは重クロロホルム中、ＴＭＳを内部基準としてＪＥＯＬ・

JNM-PMX60型の分光々度計で、旗光度はAtago・AA-5型（観測管長20cm、内容量3ml）の光

度計を使用して測定した。Massスペクトル及びl3C-NMRスペクトルは大阪大学薬学部並びに

ハワイ大学に測定を依頼した。また、元素分析の測定は理化学研究所分析センターに依頼し

た。

なお、ＨＰＬＣはKUSANOUV-detecterKU-331型、JascoRI-detecter830-RI型及び

880-ＰＵ型のＰＵＭＰを用い、columnはJascopack2､２＃ｘ３００ｍｍＳＳ－０５、Waters解

PORASIL7､８＃×300ｍｍＰ／N84175、WhatmanODS-210d×500mmPartisilM9を使

用した。

抽出

採集した４種のヤスデは各々計量後、塩化メチレンとアセトン１対１の混合溶媒（約5L）

に室温にて30分ほど浸潰した。この抽出液を濃縮後、残留水分を除くため酢酸エチルと振っ

てその可溶部を分取した。この酢酸エチル可溶部を濃縮して、ヤスデの臭気成分を含む粗オイ

ルを得た。これらの抽出オイルの分離精製は、薄層クロマトグラフィー（tlc）やＩＨ－ＮＭＲス

ペクトルにより、その成分組成をチェックしながら以下の各Chart（1-4）に示すような分離

操作に従った。

分離精製

ヤンバルトサカヤスデから得られた粗抽出オイルの分離精製はＣｈａｒｔｌに従った。前述の抽

出方法により得られた粗オイル（59）をＶＦＣ（バキュウムフラッシュクロマトグラフイー、

wakogelC-200）にかけ、ｎ－ヘキサン→クロロホルム→酢酸エチル→メタノールと溶出溶媒の

混合割合（極性）を変え、数フラクションに分画した。Ｆｒ、２のクロロホルム溶出部をLobar

Column（Si-geL250i×320mm、、-ヘキシサン／酢酸エチル＝2／1）に通したのち、ＨPLC

で数回にわたり分離精製を繰り返し、純粋な化合物Compd．（１）（溶出溶媒：、-ヘキサン／酢酸

エチル＝4／l）及びCompd．（２）（ルヘキサン／クロロホルム＝1／1）を得た。このCompd.(1）

は、他のＦｎ３の酢酸エチル溶出部からも同様な分離精製により得られた。また、Ｆ｢、１のn-

ヘキサン溶出部からはChartに示すようにLobarColumn（Si-geLn-ヘキサン／クロロホルム＝

8／1)、ＨPLC(Jascopack，2.2＃×300,,,,-ヘキサン／クロロホルム＝2／1）により分離精
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製を繰り返してCompd．(3)を得た。

残りのヤスデから得られた粗抽出オイルについても上記と同様に種々のカラムクロマトグラ

フィーを用いて、適宜溶出溶媒の種類や割合を変えながら分離糀製を行なった。詳細は各

Ｃｈａｒｔ２－４に示す通りである。

Compd．(1)，（２－Hydroxy-2-phenylacetonitrile），（manderonitrile）：yellowoil;ＵＶ

(MeOH）：A…215に＝2981)，２４２(783)nm;ＩＲ(CCI`）：ソ…3590,3400,2990,2250,

1610,1450，1280cm．’；ｌＨ－ＮＭＲ(300ＭHz，CDCl3）６７．８（ｍ’２Ｈ)，7.42(ｍ’３Ｈ)，５．４５

(s’１H)，3.80(bs，１H）；l3C-NMR(CDCI3）6135.1(s)，129.7(｡)，129.1(｡，３×Ｃ)，126.2

(d)，118.5(s)，63.1(｡)；Comb・ＡｎａＬＣａｌｃｄｆｏｒＣ８Ｈ７ＮＯ(ＭＷ133.15)：Ｃ，72.17;H，5.23；

N，10.52；０，１２．０２％、Found:Ｃ，70.60；Ｈ，５．２３；Ｎ，９．７１；０，１４．１０％

Compd．(2)，（Benzoicacid）：whitecrystals（fromHexane)；ｍｐ121℃（Iit・脚、ｐ122℃）；

UＶ（MeOH）：川｡ｪ240に＝1582)，272(886)nｍ；ＩＲ(ＫBr）：〃…300,2870,1690,

1410,1280ｃｍ！；ＩＨ－ＮＭＲ(500ＭHz，CDCI3）610.85（s’１H)，8.13(｡，Ｊ＝7.7Hz，２H)，

7.60(m’１Ｈ）；l3C-NMR(CDCl3）6172.6(s)，133.9(｡)，130.3(｡，２×Ｃ)，129.4(s)，128.6

(｡，２×Ｃ）；ルｉｓ:ｍ／ｅ(relativeintensity）122(Ｍ-,68.3％)，105(basepeak)，７７(68.8)．

Compd．(3)，（2-Benzoyloxy-2-phenylacetonitrile）：yellowishoil（Iit9i．ｍｐ６１℃）；

[α]｡＝＋0.2。（c、0.24,MeOH）；ＵＶ(MeOH）：入…241(ｃ＝5378)nｍ；ＩＲ(CCI`）：ソ…

3070,3040,2940,2330,1970,1950，1910,1720,1600cm-’；lＨ－ＮＭＲ（500ＭHz，

CCI↓）88.07(｡，Ｊ＝7,27Hz，２H)，7.63(ｍ’３H)，7.47(ｍ’５H)，6.68(s'１Ｈ）；I3C-NMR

(CDCl3）6164.5(s)，134.0(｡)，132.0(s)，130.5(｡)，130.4(｡，２×Ｃ)，130.0（｡，２×Ｃ)，

129.0(d’２×Ｃ)，128.5(s)，128.0(｡，２×Ｃ)，116.0(s)，63.5(｡)；ＭＳ:、／ｅ(relativeintensity）

237(Ｍ-,12.3％)，116([phCHCNT，25.8)，１０５（[ph＝Ｏ]+，basepeak)，７７(ph十，16.9)；

Comb・AnaLCalcdforCl5H11NO2（ＭＷ237.26)：Ｃ，75.94；Ｈ，４．６７;Ｎ，５．９０;0,13.50％・

Found：Ｃ，75.79；Ｈ，４８３；Ｎ，５．７６；０，１３．６５％

Compd．(3)の合成：Compd．（２）（15.0mg）に塩化チオニル（SOC12,20.11,9）を加え、塩化

カルシウム管を取りつけた冷却管を使用し、ホッティングスターラーで加熱しながら１時間ほ

ど還流する。薄層クロマトグラフィー（tlc）で反応が完全に進んだことを確認した後、濃縮

し、Compd．（１）（16.2,19）を加え、時々撹伴しながら室温で約２時間放置、再度tlcでチェック

しＨＰＬＣ（Jascopack，Hexane／CHCIj＝2／3）で精製することによりオイル状のCompd．（３）

(26.5m9,90.9％）を得た。

Compd．(4)，（Benzylalcohol）：oil；ＩＲ(CC14）：〃…3329,3028,1953,1877,1808,

1730，1606,735cm-1；ｌＨ－ＮＭＲ(６０ＭHz，CCIｲ）８７．１(s’５H)，4.4(s'２H)，3.1(bs，１Ｈ）

iI3C-NMR(An-d6）6129.3(s)，128.5(｡，２×Ｃ)，127.1(｡)，126.9(｡，２×Ｃ)，64.4(t)．

Compd(5)，（2-Methylhydroquinone）：whitecrystals（fromCHCl3）；ｍｐ121.0-123.5℃

(Iit・''１ｍｐ124-126℃）；ＵＶ（MeOHルル｡ｴ225（Ｅ＝3575)，293(2983)､、；ＩＲ（KBr）：

ソ…3313,3050,2927,1606,771cm－１；ＩＨ－ＮＭＲ(270NHz，An-d`）67.63(s’１Ｈ)，７．５３

(s’１H)，6.65(m’２H)，６．５３（｡｡，Ｊ＝8.58,0.66Hz，１H)，2.10(s’３H）；I3C-NMR(An-d6）

6150.8(s)，149.0(s)，125.8(s)，118.2(｡)，116.1(｡)，113.6(｡)，16.3(q）；ＭＳ:ｍ／ｅ

(relativeintesity）124(Ｍ,basepeak)，107(Ｍ十一ＯＨ，13.9％)，９５([phOH]十，27.4)，７７

(pけ，18.9)．

Compd．(6)，（2-Methoxv-3-methylbenzoquinone）：reddishyellowoil（Iit,''１ｍｐ19-30℃）；
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UＶ（MeOH）：恥｡Ⅸ２２０（ｅ＝3550)，２５２(6840)，３６３(608)nｍ;ＩＲ(CCI`）：ソ…2950,

1652,1596,1210cm．’；ＩＨ－ＮＭＲ(270ＭHz，CDC１３）66.67(｡，Ｊ＝9.9Hz，１Ｈ)，６．５８（｡，

J＝9.9Hz，１Ｈ)，400(s'３H)，1.93(s’３H）；ｌ３Ｃ－ＮＭＲ(CDCl3）6188.3(s)，183.2(s)，155.7

(s)，136.5(｡)，136.3(｡)，129.0(s)，60.9(q)，8.7(q）；ＭＳ:ｍ／ｅ（relativeintensity）１５２

(Ｍ－，basepeak)，１３７（Ｍ－ＣＨ３，17.7％），１２１(Ｍ十一ＯＣＨ３，１３．８）；Comb、Anal・Ｃａｌｃｄ

ｆｏｒＣ８Ｈ８０３（ＭＷ152.16）：Ｃ，63.14;Ｈ，5.31；０，３１．５％Found:Ｃ，61.21；Ｈ，4.94；

０，３３．８５％

Compd．(8)の合成：O1N-HCllOmlと小量のＭｅＯＨに溶かしたCompd．（６）（12.9,9）を合わ

せた懸濁液に室温で亜鉛粉末（640,9）を少量ずつ撹拝しながら加える。tlcで反応が完全に進

んだことを確認した後、NaHCO3で中和し、EtOAcで抽出する。ＨPLC(浜PORASIL，Hexane／

EtOAc＝３／１で精製することにより白色針状結晶Compd．（８）～，（２－Methoxy-3-

methylhydroquinone）（8.8m9,67.3％）を得た。ＩＲ（KBr）：ソ…3271,2945,1210,798

cm－１；ｌＨ－ＮＭＲ（６０ＭHz，CC1‘）86.45(｡，Ｊ＝7Hz，２H)，3.65(s’３H)，2.10(s’３H)．

Compd．(7)，（２，３－Dimethoxy-5-methylbenzoquinone）：reddishbrowncrystals（from

MeOH）ｉｍｐ５５､5-58.0℃（Iit…)ｍｐ５９℃）；ＵＶ（ＭｅＯＨ）：入…２１５（Ｅ＝5096)，２６３

(12012)，400(728)nｍ；ＩＲ(ＫBr）：似…2951,1658,1604,1276cm－１；ＩＨ－ＮＭＲ（270

ＭHz，CDC13)６６．４３（q，Ｊ＝1.65Hz，１１H)，4.01(s’１Ｈ)，３．９８（s’１Ｈ)，2.02(｡，Ｊ＝

1.65Hz，３H）；l3C-NMR(CDCl3）6184.4(s),184.2(s)，145.0(s)，144.8(s)，144.1(s)，

131.3(｡)，61.3(q)，61.2(q)，15.5(q）；ＭＳ:ｍ／ｅ（relativeintensity）182(Ｍ十，64.2％)，

167(Ｍ－ＣＨ３，41.1)，153(16.9)，137(basepeak)．

結論

(1)オビヤスデ目類のヤスデ（ヤンバルトサカヤスデ・オキナワヤスデ）の臭気成分には主に

芳香族のシアン化合物が含まれており、ヒメヤスデ目類（ヤエヤマフトヤスデ・オキナワフ

ジヤスデ）には、刺激臭の強いキノン類が含まれていることが分かった。

(2)ヒメヤスデ目類のヤスデには、オビヤスデ目類のヤスデにはみられないメチルヒドロキノ

ンが多量に含まれているのが特徴的であった。

(3)オビヤスデ目類とヒメヤスデ目類のヤスデの臭気成分の抗菌・抗カビテストに対する結果

には明瞭な違い（選択的な特異性）がみられた。即ち、前者は、CJudospwiumsp．（カビ）

に対してのみ活,性を示し、後者はＳ、α秘祀世s菌に対してのみ活性を示した。

(4)新種のオキナワフジヤスデから得られたキノンCompd．（7)は、抗菌性及び発芽阻害`性テ

ストのいずれに対しても強い活性を示した。

(5)ヤスデ類の臭気成分にはそのヨウ素臭などから、ヨウ素化合物なども含まれているのでは

ないかと言われているが`)、今回検索したヤスデ類からは見つけだすことはできなかった。
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＊１diskの直径は８，mｍ（TOYOADVANTECPAPERDISK）
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(50）（100）
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(50）（100）
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(50）（100）

ＴｕｍａｍｉｍＩ 84％９２％ 64％100％ 4％０％

Hatukadaikon 37％７５％ 19％７５％ 19％０％
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(50）（100）

Compd．（６）

(50）（100）

Compd．（７）

<50）（100）
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